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都 を 遠く 離れた 或る 片田舎の 森 蔭で、 その 頃 私 は 三 

人の 友達と 共に ジャ ガイ モゃ唐 もろこし を 盗んで、 憐 

れな命 をつな いで 居りました。 あの 村へ 行けば、 小生 

の 所有になる 古い けれどい とも 大きな 水車小屋が あつ 

て、 明けても 暮れても 水車が どんどんと 回って お 来 を 

搗 いて 呉れる から、 俺達の 三人 や 五 人 は 腕 組 をして ゐ 

て も 安心 だ、 蜜柑畑 も あるし 麦畑 も あり、 海の やうに 

拡ぃ 稲の 田 も ある、 蜜柑 を 売り、 麦 は 水車に 搗 かせて 



さへ ゐれ ば、 お金 は 毎日 毎日 じ やら/^ とい ふ 音 をた 

て、 蝗の やうに 飛び込んで 来る、 それ だからね、 俺達 

は暮 しの 心配なん ぞは 無用で、 「永遠の 理想」 のた めと 

「尽きざる 夢」 のために のみ 根限りの 頭 をつ かって、 互 

ひに 一番、 おもしろい 小説 を 創リ、 精一杯の 勉強 をし 

て 来よう ではない か —— 斯う 云って 私 は 友達 を 誘 ひ 出 

ところが、 私達が 谷 を 渡り 山 を 越えて 漸く 水車小屋 

の ある 村に たどりついて、 やれ 嬉し やと 胸 を 撫で 降し 

ながら 小屋の 扉 を 開ける と、 小屋の 中には 私の 見 も 知 

らぬ荒 くれ 男が 七 人 も 十 人 も 囲炉裡 のま はりに 大胡坐 



この 小屋 諸共 あたりの 田地 田畑 は 去年の 秋から れっき 

と 吾輩の ものと な つて ゐる とい ふこと を 知らん の だな _ 

裁判所へ 行って 訊いて 来る が 好い や ご 

と 唸りました。 

「盗人、 黙れ —— 白 か 黒 かの 裁判な ど は 試みぬ 方が、 

寧ろお 主の 恥が 秘せ ると いふ もの だら ぅぜ。 済む だ こ 

と は 兎や角 云 はぬ から、 有無 を 云 はずと 引き あげた 方 

がきれ いだら うよ ご 

私 は 負け じと 鳴り 返しました。 

その 時の 有様な どを詳 さに 述べた ところで、 結局 私 

達が 奴等に 手と り 脚 どり されて、 ぐるぐ る 回る 水車の 



川下に 放リ 込まれて しまった、 V けの ことで、 そんな 自 

分の 姿 を 偉が リ やの 私と して は 思 ふだに 自尊心に 関 は 

ります ので 止めます が、 私達 は 命から がら 向 方 岸へ 泳 

ぎつ いたのでした。 腕 組 をして 「永遠の 理想」 を 夢見 

るなん てお ろか、 私達 は 岸辺に 這 ひあがって 再び 地 を 

踏む と 同時に、 住むべき 小屋 もな く 食 ふべき 麦 もない 

ロビンソン . クル ゥソゥ と 早 変り してし まった のです _ 

いや、 無人島ではありません から 喰 ふために は 盗み を 

働く より 他に 生きよう 道 とてもない 溝鼠と 化して 了つ 

たわけでした。 

あの 鬚 男 は 私 を 目して 風来坊 だな ど、 空 呆けました 



彼 も 忘れた つもりで、 断乎たる 架空の 大空の 下で ー篇 

のお 伽噺の 創作に とり かゝ つたので す。 

そして 忽ちのう ちに 一 篇の 物語 を 創 りあげ ましたの 

で、 得々 として ひとりで 読み返して 見ました ところ I 

I 何と まあ 私 は、 自分 を 見さげ 果てた ことに は、 空想 

のつ もりの 物語の 中に 現れて ゐる 気分と でも 云 ふ もの 

を 見るならば、 あ、、 あ、、 それ は 夢 どころ か、 己れ 

の 最も 浅 猿し い 概念ば かりが、 単に 上面に ヴェ ー ルを 

した ま、、 感情 は 悉く 奴等の 上に ほとばしって、 復謦 

の 念に のみ 燃え あがって ゐ るではありません か。 何ん 

な に 呑気 さ うに 空想ら しく 自ら まで も ごまかした つも 



題と 浮れ て、 港に ゐる 他の 鼠 達 を ことごとく 卑しい も 

の 、 やうに 見 降し ました。 

お 話 はか はって、 一方 この 船の ほんた うの 持主で あ 

る老 船長の スコットランド 人 は、 何う かして 鼠 共 を 追 

払 はう と 苦心して ゐ ましたが、 軍隊 組織にまで 成って 

ゐる 彼等の 横暴 は 日 増に 募る ばかりで 手の 降しょう も 

なく、 すっかり 愛想が 尽きて しま ひました ので、 いつ 

そ 船 もろともに 売って 了 はう と 決心した のであります- 

これらの 島々 を 回る 運送船と いへば、 この 船が 一艘 あ 

る だけで、 かねがね 或る ユダヤ人の 商人が 欲し さうな 

こと を 申して ゐ たの を 船長 は 知って 居りました。 



船長が そんな 考へを 持ち はじめた など、 いふ ことに 

ついては、 鼠 達 は 頓着ありません。 毎 晚毎晚 花々 しい 

夜会 をつ づけて 居ります。 鼠 軍の 横暴 は 日 増に 激しく 

なって、 この頃で は 明るい うちで も洒々 と 甲板 や 船室 

に 斥候兵 を 放って、 水夫が 居眠りで もして ゐ よう もの 

なら、 

「それ ッ！」 とい ふ 合図で 物 蔭に 伏して ゐる 一 小隊が 

散兵の 陣を 敷いて、 食卓の 上に 突撃し ます。 何故なら 

鼠 達 はこの 頃で は 生の もの は 喰べ 飽きて ゐ るので、 

人々 が 喰べ るた めに 料理して おく ビ ー フス テキと かハ 

ム ェ ッグ とか チキン 口 ー ス とか を 目 ざすので あります _ 



その 晚 など はそんな あんばいで 夜つ ぴて 戦勝の 祝賀 

会が つ、 V いて、 船長 も 水夫 もまん ぢリ とも 出来ません 

でした。 

丁度 その 宴会の 真 最中でした。 船底の 酒 倉の 方から、 

「怪しい 者 をつ かまへ た、 密偵 を 捕縛した ご 

とい ふ 声が しました。 間もなく 二 匹の 見知らぬ 鼠が 

高手小手に 縛られて 王様の 面前に 引き出されました。 

「王様、 この 者 共 は 酒樽の 蔭に かくれて 宴会の 様子 を 

うか > つて は、 伴れ の 者に 耳う ちいた すと 従者 は 天井 

穴から 甲板に 走 つて 切りと 陸 へ 向つ て 何やら 信号 を 送 

つ てゐ たのであります ご 



陸に は 憐れな 土 鼠まで が 這 ひ 出して 一 粒の 小麦で も を 

争 はう とい ふの だからお 気の毒な もの さ ご 

「大方、、 〔# 「ご は ママ〕 こいつら も 空腹 を 抱いた 土 

鼠の 手下で、 酒の 香 ひで も 嗅ぎに 来たの だら うよ ご 

「こっち は 王様の 船なん だ。 よしや 密偵が 忍び込んで 

何ん なた くらみ ごと を 回ら さう と、 あした は バナヽ の 

島へ 旅立つ 船 だ。 盗みた ければ 泳いで 来る が 好い ご 

番兵 達 は、 先程 こんな もの を 捕へ て 大騒ぎし たこと 

を 馬鹿らしく 思 ひ 直して、 やがて 居眠り を はじめ まし 

た。 

その 間に 樽の 傍らに 棄 てられた 二 匹の 溝鼠 は、 互 ひ 



が 高慢ち きな 鼻 をう) ，1 めかせて、 同じ 鼠で ありながら 

自分 達ば かりが 偉 さう に 振舞 ひ、 陸の もの 共 を 鼠と も 

おも はぬ が 如く 寄せつ け もしない ばかり か、 汚ら はし 

いの、 卑しい のと 罵る ので 到頭 我慢が しきれ なくなつ 

て、 いよ/ \ 戦争 を 挑む ため 大挙して 押し寄せ たので 

あります。 



四 



る 見る うちに 野 武士 勢の 旗 いろは 青く 白く と 怪しくな 

リ、 このま、 弥が上にも 戦 ひ をつ y けたならば 全滅の 

おそれさ へ うか V はれる ほどの けしきと なりました。 

大勢の 兵隊に 取り まかれて 奮戦 を つ y けて ゐた 野武 

士 軍の 司令官 は、 マストの きわまで 追 ひ つめられて 止 

むなくそれ へ 逃げ あがりました。 追 ひ 登って 来る 者 共 

を 払 ひ 落し、 蹴落しながら、 さすがに 溝鼠と はいへ 司 

令官 だけ あ つ て悠々 として 甲板 上の 合戦 を 見渡した の 

であり ますが、 見る と 味方 はま さしく 敗北の 有様な の 

で、 口惜し 涙 を ハラハラと こぼしながら、 

「退却、 退却！」 



と 叫びました。 

勝手の わからぬ 船の 中で は 戦へば 戦 ふ ほど 味方の 不 

利 は 当然 だ —— と 彼は考 へたので あります。 ひとま づ 

船の 外へ 逃げ出して 敵 を 陸上 遠くに 誘 ひ 出して 置いて、 

味方が 地理に 詳しい ところの 街の 中の 路地 裏 や 空 家の 

中で さんざんに 市街戦 をつ y けた 上に、 敵の 疲労の け 

しき を 見たならば、 一 気に 溝の 中へ 追 ひ 込んで しま は 

う、 その 隙 を ねらって 自分 達 は 今や 出帆す るで あらう 

間 端に なって、 この 船へ 駆け込む ので ある、 船 はいつ 

も 夜 あけの 明星が 影 を 沈める 時刻に 碇を 巻く のがなら 

ひで ある、 奴等より 先へ 乗り込んで しまへば もう 此方 



「こ、 までお 出で/ \ ！」 

と、 馬鹿にする やうな 声 を そろへ て 船の 上の 貴族 軍 

をから かひました。 

「王様い か y でせ う。 一気に 追 ひ 詰めて 卑怯な 奴等 を 

みなごろしに いたして しま ひませ うか？」 

貴族 軍の 大将 は 軍刀 を 握った 腕 を 揮 ひながら 王様に 

訊ねました。 

「あの やうな 賤 しい 溝鼠 共 を 敵に する の も 汚ら はしい 

が、 ひろく 一般の 鼠族の 名誉の ために この 際 を 期して、 

退治して 置いた 方が 後世の ために もなる か 知れぬな ご 

王様 は 一 同の 者 を 見返りながら、 鬚 を ひねって 唸リ 



人の 信号 兵に 時刻 を 計る こと を 命じました。 

命令 を 受けた 信号 兵 は キャビンの 天井裏から 甲板に 

走って、 それぞれ 素早く 二 本の マストの 天 べんへ 龃け 

登って 空 を 仰ぎました。 彼等の 時計 は、 空の 星の 位置 

で 時刻 を 決める ので ありました。 

「丁度、 宵の明星が あがった ばかりの ところで ありま 

すご 

一 一人の 信号 兵 は 同じ 返事 を 持ち かへ りました。 

「奴等 を 退治して、 明けの明星が 沈まう とする 暁 どき 

に 戦勝の 船出 をいた すの は さぞ かし 心地好い ことで あ 

らうな。 I 



商人に 船 を 売る ことにしよう。 それにしても 癩に さは 

る 鼠 共 だな ご 

船長 は 今、 鼠の 総 軍が 戦争へ 出払って ゐる ことな ど 

は 知る 由 もな く、 すっかり 癇癩を 起して しまって、 未 

だ 月が あがって 間 もない 時刻で したが、 一刻も早く 次 

の 港へ 着いて、 一刻も早く 船 を 売り飛ば してし まひた 

いと 思 ひました。 そこで 船長 は、 突然に ジ ヤン/ \ と 

出帆の 合図の 鐘 を 叩いて、 水夫 達の 夢 を 驚ろ かせ まし 

た。 

しかし 水夫より 誰よりも 一番 驚いた の は、 公園の 池 

のま はりで 奇妙な 合戦 を 演じ つ 、v けて ゐた 鼠の 軍勢で 



変 だく、 待って 呉れく！ と 喚きながら それ こそ 

稲妻の 勢 ひで、 桟橋 を 目差して、 死 もの 狂 ひの 競争と 

なりました。 

ところが 鼠 達の 群が 桟橋に 着いた 時には、 船 は 美し 

い 月の 光り を 帆に 享 けて、 鏡の やうな 沖合 を ゆるゆる 

と 走って ゐ ました。 どんなに 鼠 達が 無念の 歯ぎ しり を 

して、 地 団駄を 踏んで 泣き喚いても、 とりつく 島の あ 

りょう 害が ありませんでした。 恰も 彼等の 夢 だけ を 乗 

せて 出て しまった 船 は、 見る/ \ うちに 船 あし を 速め 

て 小さくな りました。 

翌日から は、 今迄 船で 威張って ゐた 貴族 軍 も、 た y 



の 溝鼠と なって、 公園の ちかくの 溝に 棲む ことにな り 

ました。 手下の 者が、 つい 云 ひ 間違へ て、 

「王様、 今夜の 宴会 は 何処で 開き ませう かご など、 申 

しあげる と、 あの 年老った 鼠 は 仏頂面 をして、 

「王様な ど、 云って 呉れるな い、 おもしろく もない。 

晚の餌 は 池の まはリ のべ ンチの 下からで も 拾って 来 や 

がれ、 野郎 共！」 と 唸って、 溝の 穴から 出た がり ませ 

ん でした。 

しかし それからと いふ もの は、 みんな 溝鼠で ありま 

したから 元の 敵 味方の 区別 も なくなって、 平和で あり 

ま ^9 
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